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荻
野
三
七
彦
編
著

『
「
大
乗
院
文
書
」
の

解
題
的
研
究
と
目
録
』
上
・
下

　
徳
富
蘇
峰
煽
蔵
の
成
枕
質
堂
文
庫
は
昭
和
十
六
年

に
石
川
武
美
氏
に
一
括
譲
渡
さ
れ
た
が
、
大
森
山

王
の
徳
富
邸
よ
り
財
団
法
人
石
川
文
化
事
業
財
団

経
営
の
主
婦
の
友
ビ
ル
一
号
館
地
階
の
お
茶
の
水

図
書
館
へ
移
さ
れ
た
の
は
昭
和
四
十
年
で
あ
っ
た
。

蘇
峰
在
世
時
の
昭
和
十
一
年
に
「
成
簑
堂
古
文
書

呂
録
」
（
以
下
旧
目
録
と
記
す
）
が
刊
行
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
膨
大
な
数
の
古
文
書
の
中
心
を
な

す
の
は
大
乗
院
文
書
で
あ
ろ
う
。
さ
て
旧
目
録
で

は
、
第
一
大
乗
院
文
書
冊
子
本
、
第
二
大
乗
院
文

書
巻
子
本
、
第
三
古
文
書
叢
鑑
二
冊
、
第
四
よ
り

第
十
七
ま
で
は
大
乗
院
文
書
以
外
の
も
の
、
第
十

八
雑
文
書
其
一
よ
り
第
二
十
雑
文
書
芸
三
ま
で
に

は
大
乗
院
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
大
乗

院
文
書
を
対
象
と
し
て
、
荻
野
三
七
彦
博
士
が
昭

和
五
十
八
年
よ
り
二
年
有
余
調
査
研
究
し
た
成
果

を
、
上
下
二
巻
に
収
載
し
て
（
財
）
石
川
文
化
事

業
財
団
お
茶
の
水
図
書
館
よ
り
刊
行
し
た
。
体
裁

配
列
な
ど
い
ち
お
う
旧
目
録
に
準
拠
し
て
い
る
が
、

下
巻
特
に
雑
文
書
篇
で
は
旧
目
録
以
後
に
文
書
の

出
入
り
も
あ
っ
た
よ
う
で
配
列
な
ど
漸
規
に
考
案

し
て
い
る
。

　
上
巻
に
は
大
乗
院
文
書
の
冊
子
本
篇
・
巻
子
本

篇
を
収
め
る
。
冊
子
本
篇
に
は
晒
目
録
に
採
録
の

一
八
五
点
の
ほ
か
に
、
今
次
の
調
査
に
よ
り
新
し

く
見
出
さ
れ
た
文
書
二
七
点
を
新
出
と
し
て
追
加

し
て
い
る
。
一
八
五
点
は
文
永
こ
ろ
よ
り
江
戸
時

代
に
い
た
る
文
書
が
含
ま
れ
る
。
そ
の
う
ち
内
山

永
久
寺
の
文
書
の
「
内
山
之
記
」
に
は
十
三
世
紀

の
作
庭
技
術
を
示
す
庭
造
淀
江
が
あ
り
、
ま
た

「
河
口
御
庄
所
当
収
納
帳
」
は
春
日
社
兼
興
福
寺

領
で
大
乗
院
を
本
所
と
す
る
著
名
な
越
前
河
口
庄

の
康
和
二
（
一
一
〇
〇
）
年
よ
り
応
長
元
（
＝
二

一
一
）
年
に
い
た
る
政
所
記
録
で
、
文
庫
中
で
河

口
庄
関
係
の
最
古
の
文
書
に
属
す
る
。
大
乗
院
文

書
に
は
、
裏
文
書
を
も
含
め
、
越
前
河
口
庄
坪
江

庄
関
係
文
書
が
多
い
こ
と
は
庄
園
研
究
者
に
は
想

察
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
「
愚
支
引
付
」
は
延

徳
二
（
一
四
九
〇
）
年
十
二
月
に
福
智
院
地
蔵
堂

上
葺
勧
進
の
た
め
設
立
し
た
葱
支
興
行
の
文
書
で

あ
り
、
ま
た
天
文
年
間
の
「
諸
庄
念
書
」
に
挿
入

さ
れ
た
文
書
な
ど
に
医
師
野
田
宗
湛
継
書
状
や
薬

包
紙
が
あ
る
の
も
興
味
が
あ
る
。

　
巻
子
本
篇
は
旧
厨
録
の
六
八
点
の
ほ
か
新
出
二

点
を
添
え
て
い
る
。
六
八
点
中
に
欠
本
と
な
っ
て

い
る
文
書
が
少
な
く
な
い
。
「
養
和
元
年
記
」
に

は
、
治
承
五
（
一
一
八
三
、
七
月
養
和
と
改
元
）

年
の
閏
二
月
四
日
太
政
入
道
麗
と
て
平
清
盛
最
期

の
関
係
記
事
が
み
え
、
「
侍
法
眼
転
任
事
評
定
記
」

の
裏
文
書
に
、
延
元
元
（
一
三
三
六
）
年
正
月
十

七
耳
付
維
安
書
状
が
あ
り
、
「
新
田
兄
弟
子
息
以

下
大
将
以
下
千
百
人
早
撮
了
」
と
て
、
義
貞
・
脇

屋
義
助
・
新
田
義
顕
の
消
患
を
伝
え
て
い
る
。
尋

二
半
の
「
横
田
庄
田
鼠
条
里
坪
付
帳
」
の
裏
文
書

に
一
条
野
良
自
筆
消
息
二
通
あ
る
を
発
見
し
、
ま

た
「
出
雲
庄
浮
免
注
文
」
の
裏
文
書
に
南
北
朝
時

代
の
闘
茶
資
料
が
見
出
さ
れ
る
と
あ
る
。

　
「
古
文
書
叢
鑑
」
は
上
下
二
帖
あ
り
、
編
著
者

荻
野
博
士
は
文
書
の
整
理
の
都
合
上
始
末
し
難
い

断
簡
文
書
を
一
括
し
て
台
帖
に
貼
付
け
た
も
の
で
、

す
べ
て
が
必
し
も
大
乗
院
文
書
と
は
限
ら
ぬ
と
説

明
す
る
。
上
は
九
〇
点
、
下
は
付
録
二
点
を
加
え

て
五
七
点
と
し
、
鎌
倉
時
代
よ
り
江
戸
隣
代
ま
で

の
文
書
よ
り
な
る
。
「
菩
提
山
寺
壷
銭
到
来
往
来
」

は
天
文
の
こ
ろ
の
正
暦
寺
の
酒
屋
課
税
の
請
取
状

で
あ
り
、
「
遺
物
支
配
注
文
」
は
鎌
倉
豊
代
中
ご

ろ
の
あ
る
貴
顕
の
遺
品
の
注
文
の
断
簡
で
あ
る
が
、

下
の
「
殻
後
仏
事
条
書
」
と
同
筆
文
書
と
編
著
者
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は
鑑
定
し
、
こ
れ
は
残
後
の
仏
事
を
書
遺
し
た
一

〇
ケ
条
の
う
ち
、
コ
、
終
焉
在
所
事
」
な
ど
三

ケ
条
の
み
遺
っ
て
い
る
珍
ら
し
い
文
書
と
し
て
い

る
。　
旧
目
録
の
第
十
八
よ
り
第
二
十
ま
で
の
雑
文
書

の
分
類
は
、
そ
の
後
に
文
書
の
出
入
り
な
ど
あ
っ

て
配
列
な
ど
新
し
く
考
慮
し
大
略
は
時
代
別
と
し

て
雑
文
書
篇
と
し
、
明
か
に
大
乗
院
に
関
係
な
き

文
雷
は
省
き
新
出
三
点
を
含
め
て
三
五
点
に
整
理

し
一
括
し
て
い
る
。
「
興
福
寿
東
郷
氷
室
前
関
係

文
書
」
は
、
天
治
二
（
一
＝
一
五
）
年
の
敷
地
・

家
地
の
売
券
・
譲
状
・
直
壁
請
取
状
五
通
で
、
興

福
寺
文
書
と
し
て
最
古
の
も
の
に
属
す
る
。
永
正

十
七
（
一
五
二
〇
）
年
と
推
定
す
る
三
月
十
一
日

付
大
乗
院
あ
て
三
条
西
実
隆
自
筆
書
状
一
幅
が
あ

り
、
ま
た
新
出
の
襲
文
面
に
明
応
二
（
一
四
九
三
）

年
と
こ
れ
も
推
黙
す
る
三
月
二
十
七
日
付
一
条
冬

良
自
筆
書
状
を
紹
介
し
て
い
る
。
な
お
、
成
籔
堂

文
庫
に
は
一
万
点
に
も
達
す
る
と
い
う
未
整
理
の

ま
ま
の
近
世
文
書
が
あ
り
、
こ
の
調
査
に
着
手
し

て
見
出
さ
れ
た
大
乗
院
関
係
の
中
世
文
書
六
点
を

新
出
拾
遺
文
書
集
の
題
下
に
補
遺
と
し
て
収
め
た
。

　
な
お
、
番
外
篇
と
し
て
、
大
乗
院
文
書
以
外
の

文
書
で
調
査
の
過
程
で
差
隠
し
た
学
術
的
資
料
と

し
て
優
れ
た
文
書
三
点
を
付
録
に
し
た
。
「
仁
和

寺
寛
性
灌
頂
記
」
は
南
北
朝
時
代
の
写
本
で
裏
文

書
が
二
五
通
あ
り
、
中
に
御
子
左
（
ご
条
）
為
世

自
筆
消
息
二
通
が
あ
る
。
「
激
頂
型
名
永
仁
写
本
」

は
空
海
の
灘
頂
暦
名
の
鎌
倉
落
話
の
写
本
で
あ
る

が
、
神
護
寺
蔵
の
空
海
筆
「
灌
頂
屠
名
」
（
草
稿

本
と
み
ら
れ
る
）
を
研
究
す
る
う
え
に
好
資
料
と

な
ろ
う
と
評
価
し
て
い
る
。

　
本
書
は
編
著
者
の
日
本
古
文
書
学
に
対
す
る
造

詣
深
い
学
識
に
即
し
て
、
文
書
の
形
態
寸
法
を
詳

し
く
示
す
と
と
も
に
、
筆
蹟
に
よ
る
審
写
年
代
を

推
定
注
記
し
、
ま
た
諸
文
書
間
の
脈
絡
関
係
な
ど

明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
旧
目
録
に
欠
け

て
い
た
紙
背
文
書
を
裏
文
書
と
し
て
精
細
に
調
査

収
載
し
た
。
諸
文
書
に
つ
い
て
そ
の
書
き
だ
し
の

部
分
を
示
し
て
該
文
書
の
内
容
性
格
の
一
端
を
披

陳
し
、
学
術
的
に
重
要
と
思
わ
れ
る
部
分
や
特
に

裏
文
書
は
努
め
て
活
字
化
し
て
収
載
し
、
ま
た
図

版
を
多
く
か
か
げ
て
い
る
。
解
題
中
に
は
利
用
者

に
役
立
つ
よ
う
に
、
関
係
諸
資
料
を
も
授
用
し
て
、

そ
の
見
解
を
述
べ
た
も
の
も
少
く
な
い
。
前
述
し

た
諸
篇
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
げ
た
若
干
の
例
は
、

編
著
者
に
準
拠
し
て
恣
意
的
に
そ
の
一
端
を
選
ん

で
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
。
編
著
者
は
高
齢
で
は
あ

る
が
、
さ
ら
に
近
世
文
書
調
査
に
着
手
さ
れ
る
と

聞
く
。
そ
の
完
了
を
期
待
し
た
い
。

（
A
五
絃
　
上
五
七
六
頁
　
一
九
八
五
年
七
月
　
下

五
三
三
頁
　
一
九
八
七
年
七
月
　
（
財
）
石
川
文
化
事

臨果

熬
c
お
茶
の
山
小
図
書
館
　
各
　
六
〇
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
（
小
葉
田
淳
　
京
都
大
学
名
誉
良
馬
）

京
都
部
落
史
研
究
所
編

『
京
都
の
部
落
史
』
史
料
近
代
編

　
京
都
群
落
史
研
究
所
が
刊
行
中
の
『
京
都
の
部

落
史
』
全
一
〇
巻
（
編
集
委
員
は
井
上
清
・
上
田

正
昭
・
奈
良
本
辰
也
・
原
田
伴
彦
・
渡
部
徹
の
五

氏
）
は
、
う
ち
第
三
巻
よ
り
第
九
巻
ま
で
の
七
巻

を
史
料
編
に
妾
て
て
い
る
が
、
そ
の
史
料
編
の
刊

行
も
、
第
五
巻
「
近
世
2
」
を
残
す
の
み
と
な
っ

た
。
予
定
で
は
、
史
料
編
完
結
後
、
第
一
〇
巻
の

「
年
表
」
（
す
で
に
稿
本
は
で
き
あ
が
っ
て
い
る
）
、

そ
し
て
第
一
巻
「
前
近
代
」
・
第
二
巻
「
近
現
代
」

の
部
落
史
の
記
述
へ
と
、
進
め
ら
れ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
全
国
的
な
部
落
史

関
係
史
料
集
と
し
て
は
、
部
落
問
題
研
究
所
編

『
水
平
運
動
史
の
研
究
』
資
料
編
全
三
巻
、
渡
部

徹
・
秋
定
嘉
和
編
『
部
落
問
題
・
水
平
運
動
資
料

集
成
』
全
五
巻
（
三
一
書
下
）
、
原
田
伴
彦
・
渡

部
・
秋
定
編
『
近
代
部
落
史
資
料
集
成
』
全
一
〇

巻
（
三
一
書
本
、
刊
行
中
）
が
あ
り
、
ま
た
地
方
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